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が 1997 年であり、堀田力・さわやか福祉財団理事長がボランティア活動を支援する時間預託


































キャンパス内通貨流通の構想と課題  和泉 徹彦  21 
2  地域通貨の及ぼす経済効果・法的枠組み 
 
2.1  貨幣の流通速度 
貨幣の流通速度は経済が活性化しているかどうかを見る指標であり、流通速度が低下すれ
ば信用不安など貨幣需要が落ちていることを示す。金は天下の回りもののはずが回らなくな
っている状態がまさにこれである。具体的な数値例で言えば、1 千万円が 3 回転すれば 3 千
万円分、2 回転すれば 2 千万円分の経済効果を持つことになるが、流通速度が落ちればそれ
だけ経済効果が小さくなる。 








































































2.3  法的枠組み 
地域通貨を運営するにあたって留意すべき法的枠組みは、以下の 2 法に加えて各税法であ
る。 
 紙幣類似証券取締法（明治 39 年 5 月 8 日法律第 51 号） 










































（成績を 0～4 までの 5 段階に評価したもの）×単位数で計算され、付加ポイントは課外活
動・ボランティア活動・大学行事へのスタッフ参加などを申請することによって加算される。
付加ポイントは半期 50 ポイントの上限が設けられているが、特例として 70 ポイント相当の
成果をあげると 100 ポイントへとボーナス加算される。なお、ポイント残高が 500 ポイント
を超えると 1.5 倍、1000 ポイントを超えると 2 倍のポイントが加算されるようになる特例も
ある。 











 駐車場利用料 等 
運用管理については、教職員と学生有志からなる「キャンパスマイレージ・レフリーコミ













に関わらず参加する仕組みである。例えば、半期 24 単位を全て 90 点以上の成績で修得すれ














3.2  事例研究（島根大学） 
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よってもポイントが付与される。 
最新のポイント付与対象活動リスト（2009 年 12 月 17 日改正）を参照すると、最高ポイン
トは火災・事故等で人命救助を行い新聞記事に掲載されたケースで 1000 ポイントを獲得でき
る。その他、資格取得支援では行政書士の国家資格を取得すれば 200 ポイント、学友会等の
委員長職を務めると 500 ポイント、サークルの部長で 100 ポイント、学長・学部長表彰を受
けると 200 ポイントなどとなっている。正課の学習・研究には全く連動していない。 
貯まったポイントは、「学務情報システム」という学内システムで残高確認ができ、大学
事務局でビビットチケット（交換券）に引き換えることができる。交換単位は 10 ポイント＝

























が 1972 年だが、大東文化大学に環境創造学部が開設された 2001 年まで大学と団地との関係
は希薄だったという。山本孝則・嵯峨生馬・貫隆夫（2005）は、大学と団地の間にかつてな
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い緊密な地域的利害が生まれたのは、「万が一にも高島平団地が「スラム化」すれば、団地
に隣接する大東への志願者は激減し、早晩、大学として立ちゆかなくなる」（p.189）という
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4.2  キャンパス内通貨循環のイメージ 
 








































































など単発の仕事もある。一般的には時給 950 円で賃金が支払われているが、SA/TA について






















































IC カード型は初期コストが高く、IC カードリーダーの設置、IC カードの発行、IC チップ
を利用するためのアプリケーション開発などを準備しなければ開始できない。さらに IC チッ
プ内にアプリケーションをインストールして残高を記録させるスタンドアローンで運用する
場合と、IC チップの ID だけをカギとして読み取ってネットワークアプリケーション側で運













には IC チップ毎に ID がユニークであることが保証されており、外部からの参加者が加わっ
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